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九
州
の
河
童

　

福
岡
県
久
留
米
市
は
筑
後
川
が
流
れ

て
い
る
。
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
「
く
る

っ
ぱ
」
と
称
す
る
河
童
君
で
子
ど
も
た

ち
の
人
気
も
の
で
あ
る
。
同
市
田た

ぬ
し
ま
る

主
丸

町ま
ち

の
マ
ン
ホ
ー
ル
は
か
わ
い
い
愛
嬌
の

あ
る
河
童
で
あ
る
。
J 

R
久
大
本
線
田

主
丸
駅
は
口
を
尖
ら
し
た
河
童
を
か
た

ど
っ
た
駅
舎
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
は

皿
に
手
を
あ
て
た
河
童
像
が
鎮
座
す
る
。

　

筑
後
川
の
河
童
に
つ
い
て
は
、
石
川

純
一
郎
著
『
河
童
の
世
界
』（
時
事
通
信

社
・
1 

9 

8 

5
）
に
、
河
童
の
渡
来
と
し

て
、
記
さ
れ
て
い
る
。
昔
河
童
は
唐か

ら
て
ん天

竺じ
く

の
黄
河
の
上
流
に
大
族
を
な
し
て
住

ん
で
い
た
。
そ
の
な
か
の
一
族
が
黄
河

を
下
り
、
九
州
の
大
河
球
磨
川
に
住
む

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
河
童
が
繁
殖
し

て
九
千
匹
と
な
り
、
九
千
坊
と
称
す
る

族
長
は
乱
暴
者
で
、
女
子
供
を
か
ど
わ

か
し
た
り
す
る
の
で
、
肥
後
の
加
藤
清

正
は
怒
っ
て
、
九
州
の
猿
を
集
め
て
河

童
を
攻
撃
し
た
た
め
、
河
童
は
肥
後
を

去
り
、
隣
国
筑
後
へ
、
久
留
米
の
殿
さ

ま
有
馬
公
の
許
し
を
得
て
、
筑
後
川
に

住
む
よ
う
に
な
り
、
水
難
除
け
神
の
水

天
宮
の
お
使
い
に
な
っ
た
と
い
う
。
八

代
市
を
流
れ
る
球
磨
川
の
ほ
と
り
に
、

「
河
童
渡
来
の
碑
」
が
建
つ
。
九
州
の

河
童
の
書
と
し
て
、
九
州
河
童
の
会
編

『
九
州
河
童
紀
行
』（
葦
書
房
・
1 
9 

9 

3
）、

吉
田
龍
四
郎
著
『
水
と
甲
羅　

遠
賀
川

の
河
童
た
ち
』（
自
分
史
図
書
館
・
2 

0 
0 
5
）、

山
﨑
猛
夫
著
『
徳
須
恵
川
の
河
童
た

ち
』（
佐
賀
県
北
波
多
村
・
1 

9 

9 

1
）、
中
村

地
平
著
『（
日
向
）
民
話
集　

河
童
の

遠
征
』（
鉱
脈
社
・
2 

0 

0 

4
）
が
あ
る
。

河
童
の
正
体

　

大
野
芳
著
『
河
童
よ
、
き
み
は
誰
な

の
だ
』（
中
公
新
書
・
2 

0 

0 

0
）
に
、
河
童

の
容
貌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
頭
に
皿
が

あ
り
、
底
の
深
さ
約
3
㎝
。
歯
は
亀
の

歯
に
似
て
尖
っ
て
い
る
。
背
中
は
亀
の

甲
羅
の
色
、
堅
い
。
脇
腹
に
柔
ら
か
い

縦
筋
が
あ
る
、
手
足
と
も
縮
め
る
こ
と

が
で
き
、
手
足
の
関
節
は
前
に
も
後
ろ

に
も
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
尻
は
亀

の
よ
う
に
約
5
㎝
尖
っ
て
い
る
。
河
童

の
性
格
に
つ
い
て
、
斎
藤
次
男
著
『
河

童
ア
ジ
ア
考
』（
彩
流
社
・
1 

9 

9 

4
）
で
次

の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。
茄
子
や
胡
瓜

が
大
好
き
で
あ
る
。
猿
と
金
気
は
大
嫌

い
。
馬
を
川
へ
引
き
ず
り
込
む
。
相
撲

が
大
好
き
で
あ
る
。
傷
薬
を
発
明
す
る
。

惚
れ
や
す
い
河
童
は
狐
ま
で
恋
を
す
る
。

非
情
に
尻
子
玉
を
抜
く
。
こ
れ
ら
の
河

童
の
性
格
を
み
て
く
る
と
、
非
常
に
人

間
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
全
国
津
々

浦
々
に
残
っ
て
い
る
河
童
の
逸
話
は
現

実
化
し
て
く
る
よ
う
だ
。
河
童
は
も
と

も
と
人
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
何
ら

か
の
事
情
で
河
童
と
い
う
妖
怪
に
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
説
が
生
ま
れ
て
く

る
。
水
木
し
げ
る
・
画
／
村
上
健
司
・

編
『
日
本
妖
怪
大
事
典
』（
角
川
文
庫
・
2 

0 

1 

5
）
の
「
河
童
」
の
呼
称
に
関
し
、

水
神
を
思
わ
せ
る
も
の
、
メ
ド
チ
・
ミ

ン
ツ
チ
、
子
供
の
姿
を
思
わ
せ
る
も
の
、

カ
ッ
パ
・
カ
ワ
ラ
ン
ベ
・
ガ
ラ
ッ
パ
、

動
物
を
思
わ
せ
る
も
の
、
エ
ン
コ
ウ
・

カ
ブ
ソ
・
カ
ワ
ッ
ソ
、
特
定
の
信
仰
を

思
わ
せ
る
も
の
、
ヒ
ョ
ウ
ス
ベ
・
祇
園

坊
主
と
、
分
類
さ
れ
て
い
る
。
相
撲
や

胡
瓜
を
好
む
の
は
、
河
童
は
水
神
と
し

て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
か
つ
て
の
相
撲
は
神
事
で

あ
り
、
胡
瓜
な
ど
の
初
な
り
の
野
菜
は

水
神
信
仰
の
欠
か
せ
な
い
供
え
物
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
河
童
が
水
神
と
し

て
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
河
童
の
凶
暴
性
は

水
難
事
故
の
恐
ろ
し
さ
に
起
因
す
る
と

い
う
。

　

河
童
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
＋
常
光
徹
編
『
河
童
と
は
な
に

か
』（
岩
田
書
院
・
2 

0 

1 

4
）、
飯
倉
義
之

編
『
ニ
ッ
ポ
ン
の
河
童
の
正
体
』（
新
人

物
往
来
社
・
2 

0 

1 

0
）、
安
藤
操
・
清
野

文
男
著
『
河
童
の
系
譜
―
わ
れ
ら
が
愛

す
る
河
童
た
ち
』（
五
月
書
房
・
1 

9 

9 

3
）、

本
堂
清
・
画
／
文
『
河
童
物
語
』（
批
評

社
・
2 

0 

1 

5
）、
石
田
英
一
郎
著
『
河
童

駒
引
考
―
比
較
民
族
学
的
研
究
』（
東
京
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大
学
出
版
会
・
1 

9 

6 

6
）、
高
橋
貞
子
著

『
河
童
を
見
た
人
び
と
』（
岩
田
書
院
・
2 

0 
0 
3
）
を
掲
げ
る
。

水
木
し
げ
る
の
河
童

　

妖
怪
漫
画
家
水
木
し
げ
る
は
、
2 

0 

1 

5
年
11
月
30
日
に
逝
去
し
、
満
93
歳

だ
っ
た
。
彼
の
出
身
地
、
鳥
取
県
境
港

市
駅
前
の
妖
怪
ロ
ー
ド
に
は
河
童
の
像

も
並
ん
で
い
る
。
水
木
し
げ
る
著

『「
ぼ
く
ら
」
版 

カ
ッ
パ
の
三
平
他
』（
講

談
社
・
2 

0 

1 

4
）、
同
著
『
貸
本
版 

河

童
の
三
平
（
上
）（
下
）』（
講
談
社
・
2 

0 

1 

3
）
を
め
く
る
と
、
河
童
の
不
思
議

な
世
界
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
。
三
平

と
死
神
と
の
や
り
と
り
が
の
ん
び
り
と

し
た
会
話
で
行
な
わ
れ
、
水
泳
大
会
で

は
三
平
が
神
が
か
り
で
世
界
新
記
録
を

た
て
、
優
勝
す
る
。
そ
こ
に
ゆ
く
え
の

わ
か
ら
な
か
っ
た
父
が
帰
っ
て
く
る
。

父
は
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
小
人
一
族

を
発
見
し
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て
持
ち
帰

る
。
そ
し
て
父
は
亡
く
な
り
三
平
は
小

人
た
ち
を
養
う
。
死
神
、
小
人
、
カ
ッ

パ
、
狸
、
魔
女
、
猫
、
行
方
不
明
の
父
、

母
な
ど
が
登
場
す
る
。
最
後
に
は
三
平

は
死
ん
で
い
く
。
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
池
澤

春
菜
氏
は
、
こ
の
漫
画
の
解
説
で
、「
河

童
の
三
平
と
い
う
漫
画
は
何
か
変
で
あ

る
。
お
話
は
け
し
て
難
し
く
な
い
。
だ

が
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
逃
げ
水
の
如

く
ど
こ
ま
で
も
曖
昧
に
な
っ
て
い
っ
て

し
ま
う
。」
河
童
の
存
在
の
あ
い
ま
い

さ
、
生
と
死
の
境
の
あ
い
ま
い
さ
が
貫

か
れ
て
い
る
、
不
思
議
な
漫
画
で
あ
る

が
、
水
木
し
げ
る
の
戦
争
体
験
に
お
け

る
生
と
死
を
さ
ま
よ
っ
た
自
画
像
が
潜

ん
で
い
る
よ
う
だ
。

河
童
の
小
説

　

前
述
の
よ
う
に
福
岡
の
田
主
丸
町
は

河
童
の
町
で
あ
る
。
芥
川
賞
作
家
・
火

野
葦あ

し
へ
い平

は
、
昭
和
30
年
ご
ろ
、
河
童
の

魅
力
に
惹
か
れ
た
の
か
、
田
主
丸
町
を

た
び
た
び
訪
れ
、
筑
後
川
に
舟
を
浮
か

べ
、
鯉
と
り
マ
ー
シ
ヤ
ン
こ
と
上
村
政

雄
氏
の
素
手
に
よ
る
鯉
と
り
の
妙
技
を

見
学
し
て
い
る
。
河
童
作
家
と
も
言
わ

れ
る
火
野
葦
平
は
、『
河
童
昇
天
』（
改
造

社
・
1 
9 
4 

0
）、『
河
童
曼
陀
羅
』（
四
季

社
・
1 

9 
5 
7
）、『
河
童
も
の
が
た
り
』（
新

潮
社
・
1 

9 
5 
5
）
の
小
説
を
書
い
た
。

芥
川
龍
之
介
の
『
河
童
・
或
阿
呆
の
一

生
』（
新
潮
文
庫
・
1 

9 
6 
8
）
は
、
主
人
公

が
河
童
を
追
っ
て
穴
に
落
ち
、
河
童
の

世
界
に
入
っ
て
い
く
。
泉
鏡
花
・
柳
田

國
男
・
芥
川
龍
之
介
著
／
東
雅
夫
編

『
河
童
の
お
弟
子
』（
ち
く
ま
文
庫
・
2 
0 
1 

4
）
に
は
、
鏡
花
の
「
貝
の
穴
に
河
童

の
居
る
事
」、「
瓜
の
涙
」、「
河
伯
令
嬢
」、

龍
之
介
の
「
河
童
及
河
伯
」、「
水
怪
」、

「
河
郎
の
歌
」、
國
男
の
「
河
童
駒
引
」、

「
川
童
の
話
」、「
盆
過
ぎ
メ
ド
チ
談
」
な

ど
、
河
童
三
人
男
の
作
品
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
河
童
と
は
直
接
関
係
し
な
い

が
、
柳
田
國
男
著
『
妖
怪
談
義
』（
講
談

社
学
術
文
庫
・
1 

9 

7 

7
）、
畑
中
章
宏
著

『
災
害
と
妖
怪
―
柳
田
國
男
と
歩
く
日

本
の
天
変
地
異
』（
亜
紀
書
房
・
2 

0 

1 

2
）

に
は
、
薩
摩
の
阿
久
根
の
山
の
中
、
四

助
が
山
に
入
っ
て
雨
に
遭
い
、
土
手
の

か
げ
み
で
休
ん
で
い
る
と
、「
崩く

ゆ
崩

ゆ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
四
助
は
こ

の
声
に
応
じ
て
「
崩
ゆ
な
ら
崩
え
て
見

よ
」
と
い
う
と
、
た
ち
ま
ち
土
手
が
崩

れ
、
沢
山
の
山
の
薯い

も

が
と
れ
た
。
三
助

は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
山
に
入
り
、
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
、「
流
る
流
る
」
と
い

う
声
が
す
る
。「
流
る
る
な
ら
流
れ
て
み

よ
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
松ま

つ
や
に脂

が
ど
っ
と
流
れ
て
き
て
三
助
の
体
に
巻

き
つ
き
、
三
助
の
父
が
松
明
を
も
っ
て
、

探
し
に
出
か
け
て
、
三
助
を
見
つ
け
て
、

松
明
を
差
し
向
け
た
途
端
、
火
が
移
っ

て
三
助
は
焼
け
死
ん
だ
と
い
う
。
崩
壊

の
災
害
と
妖
怪
に
関
す
る
同
様
な
こ
と

が
、
入
鹿
池
、
木
曽
の
与
川
の
川
上
で

も
起
こ
っ
て
い
る
。

河
童
の
児
童
書

　

子
ど
も
は
最
初
河
童
と
接
す
る
と
き

は
、
恐
怖
感
を
抱
く
も
の
の
、
次
第
に

仲
よ
し
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な

内
容
の
児
童
書
が
多
い
。
小
暮
正
夫
・

作
／
こ
ぐ
れ
け
ん
じ
ろ
う
・
絵
『
河
童

の
ク
ゥ
と
夏
休
み
』（
岩
崎
書
店
・
2 

0 

0 

7
）
は
、
少
年
康
一
が
河
原
で
ふ
し
ぎ

な
石
を
見
つ
け
て
、
そ
の
石
を
割
っ
て

水
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
中
か
ら
河
童
の

ク
ゥ
が
現
れ
て
き
た
。
康
一
君
と
ク
ゥ

と
の
友
情
を
つ
づ
り
、
一
見
、
ア
メ
リ

カ
映
画
『
E
・
T
』
を
彷ほ

う
ふ
つ彿

と
さ
せ
る
。

シ
ゲ
タ
サ
ヤ
カ
・
作
／
絵
『
カ
ッ
パ
も

や
っ
ぱ
り
キ
ュ
ウ
リ
で
し
ょ
？
』（
講
談

社
・
2 

0 

1 

4
）
は
、
あ
る
河
童
が
冷
蔵

庫
に
胡
瓜
が
な
く
な
り
、
胡
瓜
の
自
動

販
売
機
で
購
入
後
、
帰
り
道
に
、
で
っ

か
い
病
気
の
胡
瓜
君
（
本
当
は
パ
ン
）
に

遭
遇
し
、
看
病
し
て
助
け
て
や
る
が
、

今
度
は
河
童
君
が
病
気
に
な
り
、
胡
瓜

君
が
胡
瓜
を
沢
山
も
っ
て
、
河
童
君
を

見
舞
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
武
田
美
穂

作
『
か
っ
ぱ
ぬ
ま
』（
あ
す
な
ろ
書
房
・
2 

0 

1 

4
）
は
、
少
年
が
か
っ
ぱ
沼
の
ほ
と

り
で
昼
寝
を
し
て
い
る
間
に
、
馬
が
河

童
に
引
か
れ
か
け
た
が
、
河
童
は
馬
に

力
負
け
し
た
。
少
年
は
河
童
を
許
し
て

仲
よ
し
に
な
る
話
で
あ
る
。
他
に
、
た

か
し
よ
い
ち
・
作
／
斎
藤
博
之
・
絵

『
が
わ
っ
ぱ
』（
岩
崎
書
店
・
1 

9 

7 

1
）、
だ

ん
ち
あ
ん
・
作
／
太
田
一
希
・
絵
『
瓢

箪
池
の
河
童
』（
銀
の
鈴
社
・
2 

0 

1 

3
）、

橋
本
香
折
・
作
／
橋
本
淳
子
・
絵
『
水

の
扉
』（
ひ
く
ま
の
出
版
・
1 

9 

9 

8
）
を
掲

げ
る
。

河
童
の
事
典

　

最
後
に
、
河
童
の
こ
と
に
つ
い
て
、

す
べ
て
の
こ
と
を
著
し
た
、
和
田
寛
編

『
河
童
伝
承
大
事
典
』（
2 

0 

0 

5
）、
同
著

『
河
童
の
文
化
誌
―
明
治
・
大
正
・
昭

和
編
』（
2 

0 

1 

0
）、
同
著
『
河
童
の
文

化
誌
―
平
成
編
』（
2 

0 

1 

2
）
が
岩
田
書

院
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西

洋
に
関
し
て
は
山
北
篤
著
『
図
解 

水
の

神
と
精
霊
』（
新
紀
元
社
・
2 

0 

0 

9
）
が
あ

る
。
以
上
、
河
童
に
関
す
る
書
を
挙
げ

て
き
た
が
、
河
童
は
一
体
な
に
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

〈
葉
か
げ
な
る
お
化
け
胡
瓜
や
土
ま
み
れ
〉

　
（
磯
部
協
子
）


